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令和3年2月25日

長野県在宅看護職信濃の会 会長　金子 和江

切
れ
目
の
な
い
保
健
事
業
」
を

そ
れ
ぞ
れ
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
事
業
に
な
り
ま
す
。

さ
て
、本
年
度（
令
和
2
年
度
）

こ
の
事
業
は
県
内
17
の
市
町
村

で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
、
Ｙ
町
の
取
組
事
例
の
紹
介

を
交
え
な
が
ら
、
事
業
に
つ
い

て
改
め
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

【
事
業
内
容
】

こ
の
事
業
は
市
町
村
が
、
高

齢
者
の
健
康
増
進
の
た
め
に「
高

齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

等
の
一
体
的
な
事
業
実
施
の
在

り
方
、
推
進
体
制
、
事
業
内
容
、

個
人
情
報
の
取
扱
い
な
ど
」
及

び
「
そ
の
年
度
の
事
業
の
具
体

的
な
内
容
」
を
盛
り
込
ん
だ
「
基

本
的
な
方
針
」
を
策
定
し
、
広

域
連
合
か
ら
の
業
務
委
託
を
受

け
実
施
し
ま
す
。

ち
な
み
に
広
域
か
ら
の
委
託

費
（
＝
交
付
額
）
の
上
限
額
は
、

企
画
・
調
整
の
業
務
に
要
す
る

費
用
が
５
８
０
万
円
、
個
別
的

な
支
援
や
通
い
の
場
へ
の
関
与

等
の
業
務
に
要
す
る
費
用
が
、

康
寿
命
の
延
伸
」
を
目
的
に
令

和
2
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。

各
市
町
村
が
広
域
連
合
か
ら

の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し
ま

す
が
、
地
域
の
高
齢
者
の
健
康

課
題
を
整
理
・
分
析
し
、
そ
れ

ぞ
れ
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ポ

ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ

を
一
体
的
に
進
め
て
い
く
と
こ

ろ
に
特
色
が
あ
り
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
現
場
で
ご
活
躍
さ

れ
る
会
員
の
皆
様
に
も
様
々
な

と
こ
ろ
で
関
わ
っ
て
い
た
だ
く

機
会
も
多
い
か
と
存
じ
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
か
な
り
長
い
タ

イ
ト
ル
の
保
健
事
業
で
す
が
、

ポ
イ
ン
ト
は
「
一
体
的
な
」
と

い
う
単
語
に
あ
り
、
地
域
の
高

齢
者
が
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た

め
に
、
必
要
な
「
年
齢
に
よ
る

日
常
生
活
圏
域
毎
に
人
件
費

３
５
０
万
円
、
事
業
実
施
に
必

要
な
消
耗
品
等
そ
の
他
経
費
が

50
万
円
で
す
。（
い
ず
れ
も
税
抜
）

１
．
企
画
・
調
整
の
医
療
専
門

職
の
配
置

市
町
村
は
、
高
齢
者
保
健
事

業
の
企
画
・
調
整
等
に
通
年
で

専
従
す
る
医
療
専
門
職
を
配
置

し
、
以
下
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

⑴　

事
業
の
企
画
・
調
整

⑵　

Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
等
を
活

用
し
た
地
域
の
健
康
課
題
の

分
析
・
対
象
者
の
把
握

⑶　

医
療
関
係
団
体
等
と
の
連

絡
調
整
な
ど

こ
の
医
療
専
門
職
と
は
、
正

規
職
員
の
保
健
師
を
想
定
し
て

い
ま
す
が
、
保
健
師
の
確
保
が

難
し
い
場
合
に
は
、
特
定
保
健

指
導
の
企
画
立
案
、
調
整
等
に

係
る
業
務
経
験
の
あ
る
医
師
、

管
理
栄
養
士
も
対
象
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
関
係
機
関
、
関
係

団
体
に
委
託
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

な
お
、
令
和
3
年
度
か
ら
は

日
常
生
活
圏
域
が
11
圏
域
を
超

日
頃
は
当
広
域
連
合
の
活
動

に
つ
い
て
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
長
野
県
在
宅
看
護

職
信
濃
の
会
に
所
属
さ
れ
、
地

域
の
保
健
医
療
福
祉
に
ご
活
躍

さ
れ
て
い
る
会
員
各
位
に
は
心

か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
は
「
高
齢
者
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
等
の
一
体
的
な

実
施
」
事
業
に
つ
い
て
、
ご
説

明
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
以
下
、

概
要
と
事
例
で
事
業
を
説
明
し

て
ま
い
り
ま
す
。

【
事
業
概
要
】

こ
の
事
業
は
「
疾
病
予
防
や

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
の
た
め
、
人
生

１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
て
健

特別寄稿

高
齢
者
の
保
健
事
業
と

高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
等
の
一
体
的
な
実
施
に
つ
い
て

介
護
予
防
等
の
一
体
的
な
実
施
に
つ
い
て

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

業
務
課
・
保
健
事
業
担
当
係
長　

畑
中　

英
樹
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え
る
場
合
は
複
数
の
専
門
職
の
配
置
が

可
能
と
な
る
と
共
に
、
ど
う
し
て
も
専

従
者
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は

広
域
連
合
と
協
議
し
た
上
で
、
兼
務
す

る
こ
と
も
可
能
に
な
る
見
込
み
で
す
。

２
．
日
常
生
活
圏
域
担
当
医
療
専
門
職

の
配
置

市
町
村
に
お
け
る
日
常
生
活
圏
域
を

設
定
し
、
そ
の
地
域
を
担
当
す
る
医
療

専
門
職
を
配
置
し
、各
地
域
に
お
い
て
、

①
高
齢
者
に
対
す
る
個
別
的
支
援
（
ハ

イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
）
と
、
②
通
い

の
場
等
へ
の
積
極
的
な
関
与
等
（
ポ

ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
）
両
方

の
取
組
を
行
い
ま
す
。
こ
の
担
当
専
門

職
は
常
勤
・
非
常
勤
を
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
正
規
職
員
を
充
て
る
こ
と
も
出
来

ま
す
。
人
件
費
は
業
務
日
誌
に
付
け
て

【市町村取組事例】
⑴　体制

　令和２年度、この事業に取組
んでいる北信地域にあるＹ町（人
口 12,500 人弱、65 歳以上高齢
化率 38.1%）では「健康づくり
支援係」が企画し、庁内の医療
保険係、介護支援係、庁外の関
係する医師会、国保連、後期高
齢者医療広域連合などと調整を
行い事業を進めています。

高
齢
者
に
対
す
る
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
、
1
つ
の
圏
域
で
、
①
と
②
の
両

方
の
事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
、「
年
間
を
通
じ
て
」
適
正
に
、

高
齢
者
へ
の
具
体
的
な
支
援
に
取
組
み

ま
す
。
各
圏
域
に
お
け
る
活
動
に
つ
い

て
は
、
必
ず
し
も
「
毎
日
」
行
わ
れ
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
計
画
遂
行
に

必
要
と
考
え
ら
れ
る
頻
度
、
回
数
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
有
効
な
活
動
を
行
う
た
め
に

は
地
域
の
健
康
課
題
の
分
析
・
重
点
課

題
の
明
確
化
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
健
診
結
果
、
歯
科
口
腔
健
診
の
結

果
な
ど
の
活
用
を
市
町
村
へ
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

①　

高
齢
者
に
対
す
る
個
別
支
援

（
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
）

※
ア
か
ら
ウ
の
う
ち
1
つ
以
上
実
施

ア　

低
栄
養
防
止
・
生
活
習
慣
病
等
の

重
症
化
予
防
の
取
組

イ　

重
複
・
頻
回
受
診
者
、
重
複
投
薬

者
等
へ
の
相
談
・
指
導
の
取
組

ウ　

健
康
状
態
が
不
明
な
高
齢
者
の
状

態
把
握
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
接
続

い
た
だ
い
た
日
数
・
時
間
等
の
積
算
に

な
り
ま
す
。

②　

通
い
の
場
等
へ
の
積
極
的
な
関
与

等（
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
）

【
令
和
3
年
度
か
ら
の
変
更
予
定
案
】

※
ア
と
イ
の
い
ず
れ
か
1
つ
以
上
実

施
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
ウ
を
実

施
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
エ
を
実

施
ア　

通
い
の
場
等
で
の
健
康
教
育
・
健

康
相
談
。
地
域
の
健
康
課
題
を
も
と

に
、
取
組
の
充
実
に
向
け
た
ア
ド
バ

イ
ス
等
を
実
施
。

イ　

ア
の
場
等
で
フ
レ
イ
ル
状
態
に
あ

る
高
齢
者
等
を
把
握
し
、
状
態
に
応

じ
た
保
健
指
導
や
生
活
機
能
向
上
に

向
け
た
支
援
等
を
行
い
、
状
況
に
応

じ
て
、
高
齢
者
の
全
身
状
態
の
把
握

に
努
め
る
。

ウ　

地
域
の
実
情
に
応
じ
、
高
齢
者
の

健
康
に
関
す
る
相
談
や
不
安
等
に
つ

い
て
日
常
的
に
気
軽
に
相
談
が
行
え

る
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
フ
レ
イ
ル
予
防
の
普
及
啓
発
活

動
や
介
護
予
防
の
通
い
の
場
等
へ
の

参
加
勧
奨
を
行
う
。

エ　

ア
か
ら
ウ
ま
で
把
握
し
た
高
齢
者

の
状
況
に
応
じ
て
、
健
診
や
医
療
の

受
診
勧
奨
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

勧
奨
な
ど
を
行
う
。

庁内 庁外

健康づくり支援係【企画調整・事業実施】
・KDB等を活用した地域の健康課題の分析・対象者の把握
・事業の企画、調整等PDCAに沿った事業展開、評価
・医療機関関係団体等との連絡調整

⇅　事業の接続 ⇅　予算折衝・確保
医療保険係（国保・後期） 総務課（財政・人事担当）
介護支援係（介護）

医師会
歯科医師会
薬剤師会

長野県糖尿病対策推進会議

長野県

後期高齢者医療広域連合

国保連合会
（保健事業支援・評価委員会）

⇅
社会福祉協議会
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そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
健
康
課
題
を
も
と
に
、

取
組
の
経
緯
、
動
機
等
、
事
業
に
よ
り
解
決
し

た
い
課
題
、
達
成
し
た
い
目
標
等
を
定
め
て
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
効
果
的
な
事
業
実
施
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
実
施
し
た
事

業
実
施
結
果
を
総
括
し
、
翌
年
度
以
降
の
事
業

に
反
映
さ
せ
改
善
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

【市町村取組事例】
⑵　事業内容

〇高齢者に対する個別支援（ハイリスクアプローチ）

低栄養防止・重症化予防の取組を行い、75歳から 79歳
までの「糖尿病性腎症重症化予防プログラム」を実施。

①　対象者の抽出　健診結果でHbA1c7.0 以上の者
を抽出（30人程度）

②　結果報告会で保健指導を実施。主治医あての連
絡票を渡す。（微量アルブミン尿検査も依頼）

③　主治医の指示（連絡票返書）に応じて糖尿病連
携手帳を活用しながら「管理栄養士」が継続した
保健指導・栄養指導を実施。

評価指標　
　対象者数／実施人数
　短期評価：健診データの経年変化
　（体重・HbA1c・CKD重症度分類）
中長期評価：糖尿病有病率・糖尿病医療費・透析患者数等

〇通いの場等への積極的な関与等
　（ポピュレーションアプローチ）

・毎月開催される社会福祉協議会が実施
する「買い物支援事業」時に職員が出
向き健康教育・健康相談を実施。

・糖尿病患者が集まる会（１回／月開催）
を開催し、糖尿病の理解及び合併症の
予防の相互学習を実施。

評価指標
　短期評価：健診受診率
中長期評価：認知症有病者数（率）・認知

症要介護認定者数（率）
要介護認定率・後期１人あ
たり医療費（医療費指数）
１人あたり介護費等

【
令
和
3
年
度
実
施
予
定
】

令
和
3
年
度
に
お
い
て
は
、
県
下
77
市
町
村

の
内
8
割
を
超
え
る
63
市
町
村
が
実
施
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
延
伸
に
繋
が
り
ま
す
よ
う
、こ
の
「
高

齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
等
の
一
体
的
な

実
施
」
の
効
果
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
現

場
を
一
番
把
握
さ
れ
て
い
る
、
地
域
の
保
健
医

療
福
祉
の
第
一
線
で
働
く
皆
様
方
の
ご
協
力
に

つ
い
て
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ま
と
め
と
お
願
い
】

国
は
令
和
6
年
度
ま
で
に
全
て
の
市
町
村
で

の
実
施
を
推
奨
し
て
お
り
、
当
広
域
連
合
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
高
齢
者
の
健
康
課
題
解
消
の

た
め
に
県
内
全
市
町
村
の
早
期
実
施
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
お
け
る
地
域
住
民
の

【市町村取組事例】
⑶　今後の取組

令和２年度の評価

・ストラクチャー・プロセス・アウトプッ
ト・アウトカムの視点で評価を実施し、
庁内会議、糖尿病性腎症重症化予防プロ
グラム報告会、支援・評価委員会等で共
有・支援を受け、翌年度の課題を検討す
る。
　また、評価や実態の分析の結果、明ら
かになった課題を整理し、より具体的な
事業の実施計画、再構築を検討する。

令和 3年度  17 市 22町 24村  取組事業一覧（1月 4日現在）
ハイリスクアプローチ取組事業 （市町村数）
低栄養防止 32
重症化予防 58
重複・頻回受診等 9
健康状態不明者 20
その他（健診未受診者対策他） 9

ポピュレーションアプローチ取組事業 （市町村数）

健康教室

運　動 48
栄　養 60
口　腔 30
その他 31

状態把握 質問票 50
その他 19



































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　各地区支部研修会内容　　各地区支部研修会内容　

北信
期　　日：令和 2年 10 月 6 日　【中止】
場　　所：長野県自治会館　1階会議室
参加人数：－名
内　　容：講演「長野松代総合病院のダイエット科の取組について」
　　　　　講師　長野松代総合病院 ダイエット科 管理栄養士
目　　的：講演をお聞きし、最近の食事事情や食事療法について学ぶ

令
和
2
年
10
月
28
日
、
東
信
地
区

支
部
研
修
会
を
佐
久
市
で
開
催
し
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
者
が
徐
々
に
増
加
す
る

中
、
開
催
の
可
否
に
つ
い
て
も
検
討

し
、
感
染
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て

開
催
を
し
て
い
こ
う
と
判
断
し

開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
15

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。午

前
の
部
は
「
３
Ｂ
体
操

心
も
身
体
も
健
康
に
！
」
と
題

し
、
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
公
認

指
導
者
を
お
招
き
し
、
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
３
Ｂ
体
操
は

ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、
ベ
ル
タ
ー
と

い
う
3
つ
の
Ｂ
の
付
く
用
具
を
使
用

し
、
遊
び
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
楽

し
く
、
気
軽
に
、
体
に
無
理
な
く
取

り
組
め
る
体
操
と
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、
乳
幼
児
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
幅

広
い
年
代
層
が
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
、
安
心
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
私
た
ち
は
「
年
配
者
向
け
」

の
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
緩

や
か
な
動
き
で
無
理
な
く
、
歌
を
歌

い
な
が
ら
、
ま
た
ク
イ
ズ
も
あ
り
頭

も
活
性
化
さ
せ
つ
つ
、
楽
し
く
体
を

動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
体
と

心
が
軽
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
お
楽

し
み
の
昼
食
で
、
施
設
内
の
喫
茶
で

パ
ス
タ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
の
部
は
、「
パ
ス
テ
ル
ア
ー

ト
を
楽
し
も
う
」
と
題
し
、
パ
ス
テ

ル
画
に
挑
戦
。パ
ス
テ
ル
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
先
生
か
ら
上
手
な
声
か
け
を

い
た
だ
く
中
、「
浅
間
山
」
と
、
開

催
地
お
膝
元
の
「
ぴ
ん
こ
ろ
地
蔵
」

の
2
作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。
パ
ス

テ
ル
を
削
っ
て
色
を
混
ぜ
た
り
し

て
、
指
の
腹
に
そ
の
粉
を
つ
け
て
引

き
伸
ば
し
な
が
ら
描
い
て
い
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
色
合
い
や
味
わ
い
深
い
絵

が
出
来
上
が
り
、
こ
れ
を
額
に

入
れ
る
と
立
派
な
パ
ス
テ
ル
画

へ
と
変
身
す
る
こ
と
間
違
い
な

い
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
次
回
開
催
地
の
上

小
支
部
幹
事
さ
ん
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
久
し
ぶ

り
に
仲
間
に
会
え
て
旧
交
を
温

め
、
身
も
心
も
軽
く
明
る
く

な
っ
た
貴
重
な
一
日
で
し
た
。

佐久支部

工　藤　正　子

支部研修会報告

パステルアート

３Ｂ体操



東信地区
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

















時
の
流
れ
を
感
じ
る
時
間
で
し
た
。

午
後
の
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
は
先
生

の
お
手
本
を
参
考
に
富
士
山
と
お
地

蔵
さ
ま
を
皆
が
同
じ
よ
う
に
描
い
た

の
に
、
特
徴
あ
る
個
性
の
表
現
に
改

め
て
感
心
し
ま
し
た
。
2
作
品
は
玄

関
に
置
き
、
出
入
り
す
る
際
に
眺
め

て
い
ま
す
。
自
然
に
顔
が
ほ
っ
こ
り

す
る
温
か
な
気
分
を
味
わ
え
る
日
々

で
す
。

忘
れ
得
ぬ
人

忘
れ
得
ぬ
人

長
水
支
部　

長
水
支
部　

太
田　

雄
子

太
田　

雄
子

毎
年
師
走
の
季
節
に
な
る
と
、
あ

る
人
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
彼
女
は

40
数
年
前
、
私
が
公
衆
衛
生
専
門
学

校
の
学
生
だ
っ
た
頃
に
臨
地
実
習
の

指
導
保
健
師
だ
っ
た
。

以
後
亡
く
な
る
ま
で
の
30
年
近
く

研
修
会
等
で
お
見
掛
け
す
る
度
、
必

ず
講
師
に
質
問
さ
れ
る
姿
勢
と
、
内

容
の
的
確
さ
に
「
す
ご
い
な
」
と
尊

敬
し
て
い
た
。

仕
事
の
相
談
に
の
っ
て
も
ら
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
私
が
介
護
保
険
か

ら
保
健
衛
生
の
所
属
に
戻
っ
た
と

き
、
小
さ
な
町
の
こ
と
も
あ
り
、
係

長
と
い
う
役
職
と
と
も
に
国
民
健

康
保
険
料
の
賦
課
給
付
の
業
務
が
加

わ
っ
た
。
月
初
め
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
見
な
が
ら
住
民
係
が
転
出
入
の
異

動
を
か
け
た
後
、
国
保
の
入
力
を
し

た
。
間
違
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う

重
圧
と
、
保
健
師
の
自
分
が
何
故
こ

の
業
務
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
と
い
う
葛
藤
で
潰
れ
そ
う
だ
っ

た
私
に
「
周
り
の
人
を
頼
り
、
70
％

の
仕
事
を
目
指
し
て
み
た
ら
」
と

言
っ
て
く
れ
た
。
肩
の
力
が
ふ
っ
と

抜
け
た
。

そ
の
後
市
町
村
合
併
を
経
て
、
退

職
ま
で
の
7
年
間
に
3
つ
の
部
署
の

異
動
を
経
験
し
た
が
、
周
り
の
人
た

ち
に
助
け
ら
れ
何
と
か
勤
め
ら
れ
た

の
は
、
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ

た
か
ら
と
感
謝
し
て
い
る
。

今
日
も
ま
た
テ
レ
ビ
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
ニ
ュ
ー
ス
を

報
じ
て
い
る
。
も
し
先
輩
が
今
も
お

元
気
な
ら
、
こ
の
国
の
舵
取
り
を
す

る
人
た
ち
は
公
衆
衛
生
の
意
味
を
わ

東
信
地
区
研
修
会
に
参
加
し
て

東
信
地
区
研
修
会
に
参
加
し
て

上
小
支
部　

上
小
支
部　

射
手　

美
津
子

射
手　

美
津
子

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
久
々
の
研

修
会
で
し
た
。

午
前
中
は
３
Ｂ
体
操
を
行
い
、
私

は
全
く
ど
ん
な
体
操
な
の
か
を
知
ら

ず
、
用
具
も
初
め
て
見
ま
し
た
。
こ

ん
な
に
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
が

で
き
、
身
も
心
も
軽
く
な
る
な
ん
て

高
齢
者
向
け
に
ピ
ッ
タ
リ
と
思
い
な

が
ら
若
返
っ
た
気
分
に
な
り
ま
し

た
。
何
せ
腰
痛
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ

チ
と
ラ
ジ
オ
体
操
を
黙
々
と
一
人
で

行
い
、
頭
の
中
は
い
つ
も
こ
れ
以
上

悪
く
し
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
の
毎

日
で
す
。
や
っ
ぱ
り
遊
び
の
要
素
が

加
わ
る
こ
と
は
大
事
で
す
。
指
導
し

て
く
だ
さ
る
先
生
も
、
参
加
者
の
様

子
を
見
な
が
ら
誘
導
し
て
く
れ
て
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
現
役
の
健
康

教
育
で
は
参
加
者
を
引
き
付
け
る
こ

と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
？
と
思
い
、

南信
期　　日：令和 2年 10 月～ 11 月ころ【中止】
場　　所：駒ケ根市役所
参加人数：－名
内　　容：講演「認知症予防への取組」

講師　駒ケ根市役所 地域保健課
　　　地域ケア係 係長 松沢 澄恵 氏

目　　的：駒ケ根市における認知症予防の取組
について講義を受け、OBそれぞれの
立場で何ができるか意見交換を行う。

中信
期　　日：令和 2年 10 月 16 日【中止】
場　　所：松本市教育文化センター、山辺

ワイナリー、松本民芸館
参加人数：－名
内　　容：「プラネタリウムの鑑賞と秋の

星座の見方」
　　　　　昼食および交流会
　　　　　松本民芸館　見学
目　　的：２ヶ所の施設見学や交流会を

通して会員の親睦を図る


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











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
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

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
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や
、
乳
幼
児
健
診
の
手
伝
い
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
は
ケ
ア
マ

ネ
を
返
上
し
、
茅
野
市
社
協
の
シ
ャ

ラ
ラ
ほ
っ
と
サ
ー
ビ
ス
で
子
育
て
の

悩
み
訪
問
、
高
齢
者
宅
へ
の
食
事
作

り
な
ど
の
支
援
、
現
在
は
同
年
代
の

方
へ
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

Ｙ
さ
ん
は
全
盲
の
方
で
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
そ
の
他
に
病
院
の
受
診
や
ヘ
ア

カ
ッ
ト
の
付
添
、
季
節
ご
と
の
衣
類

の
入
れ
替
え
な
ど
の
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

Ｔ
さ
ん
は
、家
族
が
忙
し
い
た
め
、

病
院
受
診
の
車
い
す
介
助
、
院
外
処

方
の
薬
の
受
け
取
り
等
を
し
て
い
ま

す
。
最
近
は
マ
ス
ク
を
作
り
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
マ
ス
ク
の
作
り
方
、

布
地
、
ゴ
ム
紐
な
ど
の
手
元
に
あ
る

も
の
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。
1
月
の

受
診
日
に
マ
ス
ク
を
し
て
来
ら
れ
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
色
々

制
限
が
あ
っ
た
中
、
今
年
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
収
束
を
願
う
毎
日
で

す
。

も
な
く
、
怖
い
も
の
知
ら
ず
に
始
め

て
5
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

じ
っ
く
り
声
を
出
し
て
読
ん
で
い

る
と
面
と
向
か
っ
て
は
言
え
な
い
よ

う
な
本
音
や
人
生
で
大
切
に
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
等
に
気

づ
か
さ
れ
ま
す
。

「
う
ん
う
ん
」「
へ
え
ー
そ
う
か
い

ね
」「
い
い
お
話
し
だ
っ
た
い
ね
」

等
の
つ
ぶ
や
き
が
励
み
に
な
り
ま

す
。「

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
は
い
う
も

の
の
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
自
分
自
身

の
為
」
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。

諏
訪
支
部　

諏
訪
支
部　

伊
藤　

暁
子

伊
藤　

暁
子

茅
野
市
社
会
福

祉
協
議
会
を
定
年

退
職
し
、そ
の
後
、

下
諏
訪
町
に
あ
る

老
人
保
健
施
設
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
し
て
働
き
ま
し
た
。
ま
た
、
町
の

保
健
セ
ン
タ
ー
の
予
防
接
種
介
助

か
っ
て
い
る
の
か
と
嘆
い
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の

読
み
聞
か
せ

読
み
聞
か
せ

大
北
支
部　

大
北
支
部　

吉
原　

光
代

吉
原　

光
代

「
何
し
て
い
る
だ
い
」「
聞
こ
え
ね

え
わ
」
と
い
う
、「
デ
イ
」
に
通
っ

て
い
る
お
年
寄
り
の
反
応
に
も
め
げ

ず
に
、
毎
月
2
人
で
（
今
は
コ
ロ
ナ

禍
で
休
止
状
態
で
す
が
）
文
字
ど
お

り
押
し
か
け
「
読
み
聞
か
せ
」
を
し

て
い
ま
し
た
。

小
中
学
校
、
保
育
園
へ
週
1
回
ほ

ど
、
仲
間
数
人
と
交
代
で
絵
本
を
読

み
に
通
っ
て
13
年
く
ら
い
経
ち
ま
す

が
、
家
事
都
合
で
早
朝
は
無
理
に

な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
柳
田
邦
男
先

生
の
「
同
じ
1
冊
の
絵
本
で
も
園
児

と
中
学
生
で
は
各
々
に
捉
え
方
が
違

う
、
大
人
こ
そ
絵
本
を
読
み
た
い
も

の
」
と
い
っ
た
お
話
を
思
い
起
こ
し

「
そ
う
だ
、「
デ
イ
」
の
利
用
者
さ
ん

に
聞
い
て
も
ら
お
う
、
自
分
も
い
ず

れ
読
ん
で
欲
し
い
し
」
と
何
の
技
術

信濃の会では、随時、新入会員を募集し
ております。長野県内にお住まいの看護職

（保健師・助産師・看護師）の方、ご一緒に
楽しく学んで活動しませんか。

お
申
込
み

お
問
い
合
わ
せ

長野県在宅看護職信濃の会
（事務局）長野県国民健康保険団体連合会 保健事業課

長 野 県 長 野 市 大 字 西 長 野 字 加 茂 北143 － 8
TEL：026 －238 －1553　FAX：026 －238 －1559
E-mail　hokenjigyo@kokuho-nagano.or.jp

ご報告
10 月に事務局から依頼した

【新型コロナウイルス感染症に
係る保健所支援のための人材確
保における「支援協力者名簿」
の登録】について、12 名の方
からご登録いただきました。
引き続きご支援、ご協力のほど
よろしくお願いいたします。

8080
歳
に
向
け
て
雑
記

歳
に
向
け
て
雑
記
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市
町
村
支
援
事
業
を
支
援
さ
せ
て

い
た
だ
く
中
で
私
自
身
も
、
多
く
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容

も
大
変
充
実
し
て
い
る
の
に
参
加
者

が
少
な
い
こ
と
が
残
念
に
思
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
少
し
ず
つ
増
加
傾
向

が
見
ら
れ
、
最
近
は
最
初
の
2
倍
強

の
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

生
産
年
齢
人
口
が
ま
す
ま
す
減
少

す
る
厳
し
い
時
代
が
到
来
し
ま
す
。

令和２年度 在宅保健師等を活用した健康寿命延伸のための市町村支援 実施状況
令和３年１月現在支援状況

市町村 支援内容 実施支部 派遣者数（人）

1 生 坂 村 ・がん検診受付及び問診
・健診結果の返却、集団健診の問診 松塩筑 ２

2 池 田 町 ・歩行指導時の血圧測定
・骨密度測定、健康相談 大 北 ４

3 小 川 村
・健やか教室の講師
・介護予防事業（地域支援事業Ａ型）
　「ずくだしてみる会」の支援

長 水 ２

〈感想〉（一部抜粋）
・新型コロナウイルス感染症の中で、ソーシャルディスタンスを確保しながらいかにスムー
ズに実施することが大変かを痛感しました。考えられる限りのアイデアを出して会場設
営をしていました。呼び出し時間の調整、フェイスシールド・マスクの着用、問診時の
手指消毒、終了後の消毒作業等
・ブドウの出荷がひと段落し、若い世代の受診が多かった。この時期に検診を計画した
ことに、対象者への事前リサーチが行き届いていると感じた。
・ 80代、90代の方、夫婦での受診も数多くみられ意識の高さに驚いた。
・ 80代でも背筋がちゃんとしていて、やはり 100歳時代かな？と感じた。
・定期的に健康体操に取り組んでいる方の検診では、健康に自信を持っていた。
・年間シリーズの教室で、参加者は顔なじみであり積極的であった。

２
０
２
５
年
に
は
、
団
塊
世
代
の
人

た
ち
全
員
が
75
歳
に
な
り
ま
す
。
特

に
こ
の
年
を
境
に
、
介
護
職
員
は

２
４
５
万
人
必
要
な
の
に
34
万
人
不

足
と
推
計
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、今
ま
で
の
よ
う
に
、共
助
・

公
助
で
高
齢
者
を
支
え
て
い
く
こ
と

が
で
き
な
い
時
代
に
突
入
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
の
施
策
と
し
て
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
「
誰
も
が
、
住

み
慣
れ
た
家
で
、
地
域
で
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く

り
」
の
構
築
、
推
進
を
平
成
16
年
か

ら
各
市
町
村
に
義
務
付
け
て
い
る
の

で
す
が
、
本
格
的
に
進
め
て
い
る
市

町
村
は
、
少
な
い
よ
う
に
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
重
要

な
の
は
、
共
助
・
公
助
で
は
、
高
齢

者
を
支
え
て
い
け
な
い
か
ら
住
民
自

治
で
、
互
助
・
自
助
を
強
化
す
る
シ

ス
テ
ム
を
行
政
は
地
域
住
民
と
膝
を

インターバル速歩の様子

市
町
村
支
援
事
業

大
北
支
部　
　

瀧
澤　

洋
子
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題
字
揮
毫

　

第
二
代
会
長　

林　
　
　

操

編
集
委
員　

福
澤　

邦
子

（
飯
伊
支
部
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の

拡
大
が
収
ま
ら
ず
、
緊
急
事
態
宣
言

が
1
月
7
日
、
1
都
3
県
に
出
さ
れ

た
。
長
野
県
に
お
い
て
も
感
染
者
が

増
え
、
感
染
者
数
の
最
多
を
更
新
し

て
い
る
。
県
は
病
床
の
医
療
体
制
の

逼
迫
状
況
を
示
す「
医
療
ア
ラ
ー
ト
」

を
新
設
し
、「
医
療
警
報
」
を
全
県

に
発
令
し
た
。

感
染
リ
ス
ク
に
向
き
合
い
、
働
い

て
い
る
医
療
・
福
祉
現
場
、
も
う
限

界
に
き
て
い
る
と
い
う
保
健
所
等
で

日
夜
懸
命
に
働
い
て
い
る
方
々
に
は

感
謝
と
敬
意
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
あ
る
。

令
和
2
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
為
に
、
研
修
会
も

中
止
と
な
り
殆
ど
活
動
が
で
き
な
い

状
況
で
、
会
報
の
記
事
の
内
容
も
変

更
と
な
っ
た
。
会
報
が
皆
様
の
所
に

届
く
こ
ろ
に
は
、
感
染
が
収
束
す
る

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
す
。

健
康
教
室
に
は
寸
劇
を
入
れ
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
毎

年
2
人
で
相
談
し
な
が
ら
脚
本
を

作
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
「
尿
失
禁

予
防
」「
フ
レ
イ
ル
予
防
」

等
の
テ
ー
マ
で
小
川
村
の

方
々
と
協
力
し
て
上
演
し

て
き
て
い
ま
す
。
今
年
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
負
け
な
い
た
め
に
」
と

題
し
て
3
密
を
避
け
て
良

い
環
境
の
中
で
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
つ
も
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
が

楽
し
く
、
笑
い
が
自
然
に
出
る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
懐
メ
ロ
軽
体

操
・
腹
式
呼
吸
・
発
声
練
習
等
を
取

り
入
れ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
々
は
本
当

に
協
力
的
で
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。「
ま
た
来
て
ね
」
と
言

わ
れ
、
つ
い
「
達
者
で
い
た
ら
ね
」

と
返
事
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
と
接
し
て
で
き
る
こ

と
が
保
健
師
業
務
本
来
の
活
動
と
思

い
、
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

今
回
も
山
々
の
紅
葉
を
見
な
が
ら

2
人
で
車
中
に
て
反
省
し
な
が
ら
帰

り
ま
し
た
。

美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
小
川
村

へ
年
2
回
長
水
支
部
の
小
宮
山
さ
ん

と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
継
続
的
に
健
康

づ
く
り
事
業
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。内

容
は
健
康
寿
命
延
伸
を
願
っ
て

の
介
護
予
防
事
業
と
働
き
盛
り
の
人

を
対
象
と
し
た
健
康
教
室
へ
の
支
援

で
す
。

小
川
村
の
保
健
師
さ
ん
が
住
民
の

健
康
を
守
る
た
め
に
熱
心
に
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
触
れ
、
私
た

ち
先
輩
保
健
師
も
で
き
る
限
り
協
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
支
援
し
て
い

「健やか教室」の支援

「ずくだしてみる会」の支援

り
ま
す
が
、
次
世
代
の
人
た
ち
の
た

め
に
、在
宅
看
護
職
の
会
と
し
て
も
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

推
進
に
は
一
役
果
た
す
役
割
が
あ
る

よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

交
え
て
話
し
合
い
、
必
要
性
を
十
分

理
解
し
て
い
た
だ
き
互
助
・
自
助
を

強
化
す
る
よ
う
国
は
施
策
の
中
で
明

記
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
お
手
伝
い
は
、
ま
さ
に
、

自
助
の
強
化
に
あ
た
る
部
分
で
は
あ





























須
高
支
部　
　

小
林　

澄
子

市
町
村
支
援
事
業
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